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クロファージ陽性面積と 4-HNE陽性面積の比から 4-HNE陽性マクロファージスコアを算出した。 
結果は、大動脈弁狭窄症群では石灰化が強く、石灰化部位の付近に特にマクロファージが集積して
いた。定量的解析によると、マクロファージ陽性領域の割合と CD31陽性微小血管数は、対照群より
も大動脈弁狭窄症群で有意に高値であった（マクロファージ，p<0.005、CD31，p<0.0001）。さらに、
4-HNE陽性マクロファージスコアは、対照群と比較して大動脈弁狭窄症群で有意に高値であった
（p<0.005）。 
 以上の結果より、重症大動脈弁狭窄症例の大動脈狭窄弁において 4-HNEが有意に発現していること
が明らかとなり、大動脈弁狭窄症の進展には、酸化ストレスが密接に関与していることが示唆された。 
 本論文は、大動脈弁狭窄症と酸化ストレスとの関連性を示唆する重要な知見であり、大動脈弁狭窄
症の進展機序の解明に寄与するものと考えられる。よって、本研究者は博士（医学）の学位を授与さ
れるに値するものと判定された。 
